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《NPO 法人れんきょう 創立 30 周年記念事業報告》 

   

連協が昭和６３年４月に創立され、本年度で３０周年を迎えることとなり、記念事業を実施す

ることとなりました。一つは記念式典と記念講演会の開催、もう一つは記念誌の発行です。記念

式典と記念講演会、記念誌の発行とも実行委員会を立ち上げて内容を検討しました。 
 記念式典と記念講演会は平成３１年２月１７日にあじさい会館ホールにて開催されました。記

念式典では行政、関係福祉団体のご挨拶、ご紹介と永年に亘り財政的支援をいただいた㈱クライ

ムエヌシーデー社への感謝状贈呈式が行なわれました。 

引き続き行なわれました参議院議員の今井絵理子先生による講演会「障がいはひとつの個性」

では、ご子息の聴覚障がいについて、障がいを医者から告げられた時のショック、その後、努力

すれば何とかできる（沖縄の言葉で ナンクルナイサー）との精神で頑張っていること、障がい

は不便ではあるが不幸ではない等々示唆に富んだお話を時折手話を交えて話されました。今回の

講演会には聴覚に障がいのある方々にも多く参加いただきました。今井先生はご存知のように昔

「スピード」のメンバーとして活躍されていたので、講演会の始まる前から席確保のために並ん

で待っていたり、講演会終了後も一緒の記念写真を撮るために待っていた多くのファンが居まし

た。多くの皆様にご参加いただきましてお礼申し上げます。 

記念誌の方は、行政、関係福祉団体、支援者からのご挨拶文、れんきょう加盟団体の活動内容

紹介、座談会、トピックス、れんきょうの活動年表等の内容を掲載します。 

４月初旬には完成の予定です。 

発行責任者 

特定非営利活動法人 

相 模 原 市 障 害 児 者 福 祉 団 体 連 絡 協 議 会        

     会 長 鈴 木 秀 美 

相模原市中央区富士見 6－1－20（あじさい会館内） 
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題 字  相 模 原 市 長  加 山 俊 夫 
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《平成３０年度 相模原市加山市長との懇談会開催報告》 

 

平成３１年２月１日に、市長との懇談会を行ないました。この歓談会には市長のほかに梅沢副

市長、熊坂健康福祉局長、小林福祉部長にも参加いただき、芦野障害政策課長が進行役を努めら

れました。 

 最初に昨年１０月に実施しました障がい団体へのアンケート結果の概要を説明しました。 

次に、「れんきょう」として、次の３項目の提案・要望をしました。 

１．障がい福祉施策の見直しについては「必要な人に必要なサービスを届ける」の視点で実施い

ただきたい。 

２．障がい者の差別解消を推進するため、市として条例を制定するよう検討願います。 

３．相談支援を充実させるため、障がいの種類に応じた対応可能な人材の育成を図るととも  

  に、障がい種別に応じた情報提供、相談等専門性を有する機能、仕組みを整備願います。 

この提案・要望に対して市長から次のとおりの回答をいただきました。 

１については、障がい施策は障がい当事者の生活実態を充分把握したうえで検討する必要  

  があり、当事者の声を聞いて実効性のある施策を目指したい。 

２については、障がい者の差別解消に関する条例制定に関して多様な市民が共にささえあい生き

る社会を作り上げて行くうえでも意味が有るものと考えている。障がい者団体とも意見を交

わして検討を進めて行きたい。 

３については、障がいのある方々の困り事解決の入口となる「相談」は福祉施策の重要な 

  柱であり、福祉施策の見直しと併せて相談支援体制の充実に向けて検討して行きたい。 

また、最後に全体を通じて「障がいのある方々が地域で安全で安心して暮せるよう引き続き 

取り組んで行きたい」との言葉をいただきました。 

 

《平成 30 年度 福祉施策懇談会開催報告》 

去る２月３日（日）に第７回目になる福祉施策懇談会がウェルネスさがみはら視聴覚室にて開

催されました。市側からは熊坂健康福祉局長、小林福祉部長、芦野障害政策課長以下関係課長・

所長など総勢１５名が、障がい者団体側からは、参加を呼び掛けた相模原市内の２４の障がい者

団体のうち、１５団体から２８名が出席しました。 

まず、昨年１０月に行った障がい福祉施策アンケートの市への提案・要望に対しての市の見

解・回答を小林福祉部長から説明がありました。懇談に入り、障がい者の就労や社会参加、相談

支援、市の福祉施策見直し問題、精神障がい者の神奈中バス料金割引要望、障がいに対する一般

市民の理解促進など多岐に亘って活発な質疑・意見交換が行われました。 

最後に、熊坂健康福祉局長から、各団体の皆様が日頃抱える課題や切実な思いを伺うことが出

来、また有意義な意見交換を行うことが出来、感謝する、相模原市に住んで良かったと思われる

よう、福祉や医療、教育などの諸施策の充実に全庁をあげて努力していきますので引き続きご理

解・ご協力を賜りたいなどと総括のご挨拶がありました。 
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《「さーくる」アクセス状況報告》 

最近のアクセス状況を下表のとおりご報告します。 

 H30年 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

H31年 

1月 

 

2月 

訪問回数（回） 2265 2816 3152 2598 2636 2194 2195 2363 

訪問人数（人） 1894 2392 2702 2130 2145 1827 1819 1917 

見られたコンテンツ（件） 4974 5775 6576 5901 5824 4727 5037 5364 

初めて訪問する人の率（％） 76.0 77.7 78.5 73 73.8 73.5 73.7 72.1 

＜コメント＞ 

1年間の「さーくる」への訪問回数の合計は 2万件を超え、訪問人数も安定しておりますが、

今年度は更に皆様に情報をお届けできるよう、リニューアルを考えております。もっと見やすい

検索しやすい「さーくる」を目指します。 

 

 

平栁理事のご逝去について  
 

ＮＰＯ法人れんきょう会長 鈴木 秀美 

 

 ３月１０日に当会理事の平栁眞一様（相模原市肢体不自由児者父母の会 会長）が逝去されま

した。  

 平栁様はＮＰＯ法人れんきょうの前身である相模原市障害児者福祉団体連絡協議会（通称 連

協）創立時からの会員であり、あじさい会館建設にも電気工事の担当者として携わった経験をお

持ちで、建設当時の苦労話をよく話されていました。あじさい会館に連協の活動の拠点となる事

務所を獲得するために、当時の小川市長に何度も要望してようやく実現したとのことでした。 

 平栁様は障がい者の就労の場の獲得にも熱心に取り組まれました。現在「れんきょう」加盟団

体が運営している横山グリーンプールと銀河アリーナ及び北の丘センターの売店確保も、彼の奔

走の結果実現したと聞いております。 

 一時、連協解散の危機もありましたが、平栁様の熱心な説得が功を奏して総会で僅かな差で存

続が決議されました。また、相模原ボランティア協会との共催事業である「ほかほかふれあいフ

ェスタ」や「新春ボーリング大会」の運営にも多大な貢献をされました。 

 この様に、「れんきょう」の活動の場の拡大や他の関係団体との連携に大きな功績を残された 

平栁様が逝去されましたことは「れんきょう」のみならず関係福祉団体にとって大きな痛手であ

りますが、平栁様の障がい者に対する温かい思いを引き継ぎ「れんきょう」の活動を盛り上げて

行きたいと思います。                           合掌 
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《第 5 回新成人を祝う会開催報告》 

  

本年度の、障がいのある方のための新成人を祝う会（通算５回目）は、１月２０日（日）に、

けやき会館・大樹の間で開催されました。今回は新成人となられた５６名が晴れ着や背広を着用

して親御様と共に参加されました。 
 第一部の式典では市長、市議会議長のご挨拶、来賓の方々のご紹介に続き新成人一人ひとりの

名前が呼ばれると元気な声で「はい」と返事をしていました。その後、６名の代表が成人を迎え

るにあたっての決意表明をしました。式典の最後に市長、議長と一緒に記念撮影をしました。 

 その後の第二部の祝賀会では、パーティー用のテーブルに並んだお菓子や飲み物を楽しみなが

ら、学校時代のお友達やお世話になった先生たちとの久しぶりの再会を喜び、旧交を温める楽し

い会話の花があちらこちらで咲きました。 

 アトラクションとして、よさこいソーランやハワイアン等が披露され、多くの方々から盛んな

拍手が起こりました。 

 このイベントには多くのボランティアさんがビデオ撮影、写真撮影、司会、アトラクションに

参加されました。「れんきょう」も特別後援として主催者である「新成人を応援する会」を支援 

しています。 
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《平成 31年新春ボーリング大会開催報告》 
 

相模原ボランティア協会主催（協力：れんきょう）の新春ボーリング大会は、障がいのある方々

でも気軽にボーリングを楽しんでいただくために、毎年開催されています。今年も２月１６日

（土）に、毎年会場を無償で提供いただいている相模原パークレーンズで開催されました。参加

者は、障がいのある方４３名、ご家族、施設の職員さん６名、ボランティア協会の理事、職員さ

ん１７名の合計６６名でした。 
 れんきょう加盟団体の相身連、肢体不自由児者父母の会、相模原やまびこ会、あしたば会 

の会員やご家族の１０名が参加しました。 

 競技方法は、障がいのある方々にも配慮されており、球ころがし台を利用したり、溝に蓋をし

てガーターが無いようになっています。競技が始まるとご家族や同じ職場の仲間同士で和気あい

あいとボーリングを楽しんでいました。スペアーやストライクが出れば喜びの声があがり、盛ん

にハイタッチが交わされました。 

 競技終了後の成績発表、賞品授与式では１～３位の方には相模原パークレーンズの江頭マネー

ジャーからカップが授与されました。賞品も１～５位および飛び賞があり、受賞者は大喜びで賞

品を受け取っていました。 

 新春ボーリング大会に際しまして、大戸行政書士事務所様、ユーエス電気（有）様から 
ご寄付をいただきました。お礼申し上げます。 
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《事務局たより》 

NPO 法人れんきょう 

《第 5 回 定期総会開催案内》 

下記の要領にて開催いたします。 

日 時：平成 31年 6月 9日（日） 10：00～12：00 

会 場：相模原市立あじさい会館 6階 展示室 

《平成 31 年度相模原市障害福祉関係施策・予算等の概要》 

詳細は情報発信サイト「さーくる」の「資料」のページに掲載されておりますのでご覧くだ

さい。 

《平成 31 年度夏季受託事業ソーメン販売開始案内》 

   冬のうどん、チャンポン皿うどんセット販売ご協力ありがとうございました。お陰様で合

計 122個販売出来ました。 

   また、5月 7日より下記の夏期受託販売を開始いたしますので、今年度も絶大なるご協力

をお願いいたします。 

例年通り下記の商品を取り揃えております。お中元等にご利用ください。皆様のご購入をお

待ちいたしております。 

① 島原小町 （E-33）（化粧箱入り）  標準小売価格 3,564円➡2,400円 

② 島原ごころ（F-40）（化粧箱入り）  標準小売価格 4,320円➡2,900円 

③ 麺ごころ （F-50）（桐箱入り）   標準小売価格 5,400円➡3,600円 

※販売期間：平成 31年 5月 7日～平成 31年 8月 30日 

※販売場所：商品お渡し場所 あじさい会館内 4階 NPO法人れんきょう事務所 

※販売時間：午前 10：00～午後 4：00（月曜日～金曜日） 

※お問合せ：NPO法人れんきょう事務所まで。電話 042－755－5282 

《新車紹介セールご協力のお願い》 

～（株）クライム社様より新車購入紹介セールのお知らせ～ 

対象車種：乗用車、ライトバン、RV、トラック 

  対象メーカー：日産、トヨタ、ホンダ、マツダ、三菱 

  新車購入の成約前に必ず NPO法人れんきょう事務所まで連絡をお願いいたします。 

✤ご協力いただいた方には、協力手数料をお支払いいたします。 

  詳細は NPO法人れんきょう事務所まで（042－755－5282） 

 

NPO 法人れんきょう創立 30 周年記念にあたり（株）クライム社様よりお祝金を

頂戴いたしました。ご配慮いただきありがとうございます。                                                       


